


　まずは地域に入り、地域を体感する。語らいや協働作業を通じて、信頼関係を築く。

それが協働の土台となります。

　学生がやりたいことを地域でやるのではなく、

地域の未来のために一緒に何ができるかを

考える。

　試行錯誤は覚悟の上です。

協 働 って な に？

理解する。

どうや って 学 ぶ？

立案する。

Step.2

協 働 で
な に が できる？

実践する。
　学生と地域が同じ目的を共有し、

対等な立場で協力し、ともに働く。

　その“本気”が、新しい風を吹かせます。

Step.3

Next Step

あ な た は
　ど ん な 人 に な る？そして社会へ

　地域協働を実践する中で得た力は、

あなたが将来どんな方向に針路をとっても

必ず役立つ力となるはずです。

　さあ、本当のスタートはここからです。

Step.1



君たちがつくる新しい学び

さまざまな分野がクロスオーバーする現代社会

地域は多様です。

住民イベントを
通じてコミュニティ

活性化

集落維持を
テーマに地域課題へ

アプローチ

実習例

分野

防災

ジェンダー

６次産業化

地域経済

商品開発

子育て支援

観光

伝統文化や
歴史の継承

マーケ
ティング

地域資源の
活用

人材育成

教育

多世代
交流

農林
水産業

デザイン

スポーツ

まちづくり

　そこに暮らす人、関わる人な

ど地域には多様な主体がい

ます。また抱える地域課題も、

社会的・経済的環境の変化と

ともに複雑化しています。

解決にはさまざまな分野を
学ぶ必要があります。

　従来のものの見方では解決の糸口がつかめ

ない、ひとつの分野の知識だけでは組織や物

事が動かない――そんな現状を打破するのは、

幅広い視野と専門性。総合力が求められます。

地域ごとのアプローチや実践が、
「オンリーワン」の学びになります。

　地域における協働の実践に、ひとつとして同じものはあり

ません。調和的・継続的な課題解決に向けて取り組むプロセ

スのすべてが、新たな挑戦であり、価値の創造。従来の大学

教育の常識を覆す、まったく新しい学びのかたちです。

P.6

防災×地域で
災害に強いまちづくり

P.5

観光×信仰で
知名度UP
P.5

食×健康で
働く親を支援

P.5

観光×経済循環で
地域活性化

P.5

学生×企業で
人づくり
P.5 P.7

企業経営

SNS
活用

イベント
企画

環境・共生

地域行政

コミュニティ
再生

多彩な要素を組み合わせ、「協働」する
─ 地域や課題に応じて、学びをコーディネート ─

　地域協働学部が目指すのは、学生と地域が「協働」を通じて“とも

に学び、ともに育つ”こと。授業では、地域課題の解決に向けて何

ができるのか、あるいは地域の資源や魅力をどう未来につなげ

ていくのか、地域と一緒に考え、実践していきます。
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学生空間One step「わくわくワークショップ」
学生×企業で人づくり

オフィスパートナーA班

「地域課題ってどうやって見つけるの？」「企画書はどう書くの？」「実践においては何が大事？」 ――1年生では
そんな地域協働の学びのイロハを、協力企業や地域と一緒に小さい単位で体験します。

2年生からは地域での実習が本格化。山から川、まち、海まで様々な環境や背景を持つ実習地のいずれかに入り、
地域の人と一緒に新たな協働をつくり上げていきます。

　学生空間One 
stepは、企業と学生
をつなぐシェアス
ペース。利用者数の
伸び悩みという課
題に対し学生アンケートなど
を行い、協賛企業の商品を有
効活用したワークショップを
企画、12月に開催しました。イ
ベントでは新たな層からの利
用者も獲得でき、手応えを感
じています。

年生の学び

実習例

協働のプロセスを１から体験 年生の学び 地域に入り、協働の種をまく

実習外でも
協賛企業を訪問。
協働の可能性を
感じられました！

ミールキットで「食と職に幸せを」
高南メディカルB班　

　子育て世代の支援は今や社会全体の課題です。そこで、
就学前の子どもを持つ働く親をターゲットに、高知県産
の食材を使ったミールキットを企画。幼稚園でのアン
ケートや管理栄養士へのヒアリング、子ども食堂訪問な
ど、多面的に動きながら献立を立案しました。

　地域住民およそ50人が参加くださった「蜷川
オリンピック」。成功した！と思って臨んだ反省会
では、先輩から「地域の人の目線に立てていな
い」というまさかのダメ出しが…。準備や運営へ
の見込みの甘さゆえに、当日は進行管理ばかり
に目が向き、“地域の人と一つになる”という一番
大切な点が疎かになっていたことに気づかされ
ました。悔しいけれどハッとさせられた初企画で
の反省点です。

　地域での協働を考える時、学生はつい何か
新しいことをやろうと考えがち。けれど地域理解
が深まるにつれ、それこそ“学生よがり”だと気が
つきました。学生が地域に入るのは2年間、でも
地域での営みはその先もずっと続きます。今ある
よいものに目を向け、その持続性や可能性を
高めることも価値ある企画――そこで、先輩たち
発案の移動カフェを引き継ぎ、来年度は定期
運営する予定です。

　移動カフェ「出張みながわ隊」は、地域の拠点
である集落活動センターに気軽に来られない人
たちに元気を届ける試み。学部の備品（！）リヤ
カーを学生が引っ張り、集落を訪ねて回ります。こ
の企画、地域の要望にあわせて月1回土曜日に
開催できるよう、元々金曜日だった実習を先生方
が調整してくれました。そんな柔軟性もこの学部
だからこそ！ 枠に捉われずに学べる環境に感謝
しています。

　フィールドワークでは
「ミニ八十八カ所」への信

仰や地域の人の思いに直に触れ、交流の大切さを実感。
それを軸に、知名度などの課題解決を目指し、高齢者向
けのウォーキング観光を企画しました。企業との意見交
換も実践的で、協働の原点を学べたと感じています。

食×健康で働く親を支援

現場と教室を
行き来する中で、

実践と座学、両方の
必要性を痛感しました！

ミニ八十八ヶ所の
「ごだいさんぽ」

観光×信仰で知名度UP

和建設B班

高知市五台山地区

高知市朝倉地区 高知市大津地区ほか

高知市朝倉地区 県内全域

関連する分野

気づいた地域課題

見つけた地域資源

※取材時1年生 ※取材時2年生

学生同士で
補い合う、

刺激し合うという
仲間との協働も
ありました！

　地域理解のため、最初は地区内を歩いて歩いて歩い
て（！）話を聞いて回りました。また企業と地域が共催する
防災フェスタにも参加。それらの気づきから、地域の防
災力向上に向けて高齢者宅の片づけ支援を行い、回覧
板で報告することで循環をつくる企画を提案しました。

「防災お片付けし隊」

防災×地域で災害に強い
まちづくり

ミタニ建設工業B班

蜷川実習班

　地域を外から支える関係
人口を増やすため、伝統文化
体験や地元の人との交流を
重視した観光ツアーを企画。
地域資源と経済循環の組み
合わせを学ぼうとゆず飲料
「ごっくん馬路村」で有名な馬
路村を視察したり、お店を
訪ねて話を聞いたりしな
がら、地域に根差した観
光資源を発掘しました。

「ゆったり過ごそう 
こうち旅」

人とのつながりで地域活性化観光×経済循環で地域活性化

成功したつもりが“学生よがり”に?!

こうち観光カレッジA班

黒潮町

学び１

“新しいことを考える＝企画”ではない！

学び2

“枠”に捉われない協働を

学び3

「観光地域まちづくり」
という考え方に
感銘を受け、

それを体現しました！

地域の光と影、
両面を見ながら、
正解のない問いに
挑みたいです。

コミュニティ
再生

多世代交流 地域資源の
活用

イベント
企画

まちづくり

　集落活動センター「であいの里蜷川」を活動拠点にコ

ミュニティの活性化に取り組む蜷川実習班。毎年恒例の住

民運動会「蜷川オリンピック」で多世代交流を図ったり、過

疎で希薄化した人と人との接点を増やすため出張カフェ

に挑んだりと、活発に活動を展開しています。

高齢化が加速

少子化・若い世代の空洞化

集落が点在

海も山もすぐそばに！
自然と共生

コミュニティの希薄化

進学で地域外に流出も 地域を思う住民力
高齢の方・移住者

住民活動の
プラットフォーム
集落活動センター

地域の人の
笑顔が学びの
モチベーションに
なっています！

みながわ
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地域での学びは、お手本や正解がないからこそ難しく、面白い！ そんな実習の総仕上げとなるのが3年生です。
叱られ、褒められ、見守られながら大きく成長。得られた学びの一部を4年生の卒業研究につなげます。

年生の学び 協働の集大成、でもゴールはここじゃない

　山頂まで棚田が連なる怒田地区。過疎で
集落活動の担い手が不足する中、学生が道路
清掃や植林などの環境整備、盆踊りなどのお
手伝いをしながら、集落維持の可能性について
模索しました。地域に入って聞かせてもらった
のは、集落同士の助け合いや獣害などの現状
と、「地域を守ろう」という思い。俯瞰の視点で
課題を視ることの大切さも教わりました。

　集落のふもとにある「西村ストアー」は、食品や
日用品を販売する個人商店です。陳列整理の
お手伝いなどを通じて感じたのは、地元に根付
いた商店が日常を支える拠点であると同時に、
住民の“心の拠り所”にもなっていること。地域の
維持には生活インフラや行政の見守りはもちろ
ん、人と人をつなぐ“居場所”の存在が大切なん
だと気づかされました。

　「夢来里」は、Uターンのご夫婦が開墾された
花の庭園で、NPO法人夢来里の風が運営して
います。私たちはワークショップの開催やHPでの
情報発信などに参画。中でも、多世代交流を目指
して始まった「ダンスに親しむ会」は、年4回開催
のうち2回を学生主体で企画実施し、人と人との
コミュニケーションが生み出す力の大きさを実感
することができました。

関連する分野

気づいた地域課題

見つけた地域資源

※取材時3年生

東豊永実習班

集落維持をテーマに、多角的にアプローチ集落維持をテーマに、多角的にアプローチ

絡み合う地域課題を、俯瞰で視る

大豊町

学び１

暮らしだけでなく、心を支え合う

学び2

地域再生のカギは、やっぱり人！

学び3

環境・共生 伝統文化や
歴史の継承

コミュニティ
再生

イベント
企画

地域資源の
活用

　四国山地の中央に位置する大豊町で、「怒田集落」、「西

村ストアー」、「ギャラリー夢来里」の３拠点に分かれて活

動を行う東豊永実習班。「地域の維持」という大きなテーマ

に対し、それぞれ異なる視点、手法でアプローチし、実践を

重ねました。

実習例

実習は3年で一区切り。
でも可能な限り、

今後も地域に入ります！

　地域協働学部での重要な学びである地域実習の成果を発表する学習成果報告会、通称「チキョフェス」。2025年2月7日、1年生・2年

生・3年生がそれぞれの成果を持ち寄り、スライド発表やブース発表を行いました。17の実習班をまとめ、チキョフェスの成功に導いた実

行委員長・副実行委員長のお二人にお話を聞きました。

それぞれの実習地で
さまざまな「協働」のカタチが！

　地域に寄り添うって、そんな簡単なこと

じゃない。たくさんの壁があり、地域の人た

ちとの思いのズレがあり、仲間との衝突が

あり、自分の気持ちとの折り合いがあり‥‥。

　その中でコツコツと積み上げた「協働」が

絆を生み、成果をもたらします。一つではな

い答えを探して地域とともに歩んだ軌跡が

ここにあります。

　今年のテーマは「協鳴」で、チキョフェス始まって以来の漢字2文

字に。自分たちで造語しました。学部創立10年目の節目の年、これ

まで積み重ねてきた「協働」を、自分たちなりに表現したいという

思いが込められています。

　今回、発表・展示を行った実習班は17で、チキョフェス当日の

地域協働学部棟は活気にあふれていました。私たちの学びを支え

てくださる高知大学地域協働学部「地域協働教育推進会議」の

皆さま、実習地域の皆さまもご来場くださり、学習の成果を見てい

ただくことができました。

　これまでは「スーツ着用」というルールがありましたが、今年は

服装を自由にしたため、実習Ｔシャツあり、法被あり、スーツありと

実習班それぞれの個性が際立ち、よい発表・展示につながったと

感じています。序盤に機材トラブルでスライドが映らなかったり、

予報になかった雨が降り出して屋外のブースを急遽屋内に移した

り、スポーツ活動のための場所を新設したりとハプニングもありま

したが、場面に応じて適切に対応したことで予定通りに進行し、

時間内に終了することができました。大きな達成感を感じました。

　「チキョフェス」は、学び合いの場であり、学年を超えて交流を

深める場でもあります。久しぶりに同期の友人たちと実習について

深く話ができたこと、1年生や2年生とつながりを持てたことはとて

もよかったです。実行委員として人前で話す機会も多かったため、

頭で考えたことを整理して話す力、足りないことを補足して話す

アドリブ力も育ちました。とてもいい経験ができました！

このイベント運営が、

3年間の集大成になりました
！

他の実習地の活動や
頑張りに刺激を受けました！

きょうめい

高齢化は県内トップ

過疎化

後継者がいない

日本の原風景
棚田、四季折々の自然

住民同士の共助力
集落同士で助け合いも

第二の故郷
関係人口、交流人口

集落活動も停滞

商店などの存続危機

こんな卒業研究に発展！ 「スギ造林地におけるウサギとシカによる獣害とその対策」 「西村ストアーから見る地域商店の維持」
「大豊町夢来里の関係人口増加のための調査―日曜市でのチラシ配布・SNSによる調査と分析―」 「よさこいが生み出す地域内の多世代交流の創出」

卒論タイトル

協働の成果を共有する
ー 学習成果報告会 チキョフェス2024 協鳴 ー

ぬた

むらざと

発表の場を学生が自ら企画。
学んだ成果をプレゼンする
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協働的学びとは

　受験生の皆さん、皆さんには秘めた力があ

ります。地域協働学部・地域協働学専攻は、そ

うした力を掘り起こし、自らその可能性を広

げていこうとする皆さんを全力で応援します。

自分らしさを活かしつつ、生まれ育った地域の発展に貢献するのもいいで

しょう。自分で事業を開拓する起業家をはじめ、世界を股に掛けたビジネス

の世界で活躍していくのもいいでしょう。地域協働学部・地域協働学専攻で

は、そうした仕事や暮らしのあらゆる場面で求められる協働実践力の醸成

粘り強く学び続けた学生があちらこちらで活躍する
内田 純一 学部長・専攻長

をめざし、教育活動と研究活動を進めています。 

　教育活動においては、大学（授業）と地域（実習地）を往還しながら学ぶ

こと基本にしています。「教育とは、経験の意味を増幅させ、その後の進路

を方向づける経験の再構成・再組織化である」（J.デューイ）とも言われる

ように、授業での学び（事前学習）を経て、実習地での学びを経験し、さら

にその経験の意味を増幅させる学び（事後学習・省察）を個人ワークとグ

ループワークの相乗効果によって高めています。地域において自らの五

感で得た経験をもとに考え合う学びは、考えること自体を生成AIに任

地域と大学地域と大学
個人ワーク

と
グループワーク

個人ワーク
と

グループワーク

２つのサイクルを
回しながら学ぶ

事前学習 事後学習実習

▶大学での協働的学び

●実習地の下調べ
●個人の目標設定

●地域を体感する
●地域の人の思いを知る

●実習成果の整理
●個人目標の振り返り

●実習成果を共有
●グループ目標の振り返り

●実習地の情報共有
●グループ目標の設定

●グループで理解を深める

▶大学での協働的学び▶地域での協働的学び

答えを
見つける、創り出す

せる時代が迫ってくる中にあって、より重要度が増すと思っています。また

研究活動においては、地域社会の現代的課題に深く関わりながら、一人ひ

とりの多様な幸せ（well-being）を実現する持続可能な社会づくりに向け

た協働の組織化と、そのあり方を実践的・学術的に探究しています。 

　このような教育活動と研究活動を多様な研究領域の教員が担っている

のが本学部・専攻の特色の一つではありますが、それだけでなく、実習地

の皆さんはもちろんのこと、地元高知県内の企業や団体で組織する地域

協働教育推進会議の方々や卒業生・修了生たちにも支えられています。 

　協働とは、「自律した人や組織同士が立場や利害を越えて共に考え行

動し、単独では解決できない共通の課題を解決し、新しい価値や創造物を

産み出す関係や行動様式」と定義しています。言うまでもなく、この営みは

容易なことではありません。この困難・挑戦を引き受け、粘り強く学び続け

た学生たちが世界のあちこちで活躍する。ぜひ、あなたもその一員となっ

てみませんか。 

鍵となる２つのサイクル
　協働的学びの基本は、グループワークです。個人ワークの内容を仲間同士で共有することで、

“気づきあい”、“刺激しあい”、“批評しあい”、“高めあい”の効果が生まれます。

　最大の特徴は、地域での学び（実践）と大学の学び（座学）の往還。大学で学ぶ理論や専門性（＝専門知）と、現場で

必要とされる対応力や柔軟性（＝実践知）を重ね合わせ、そのギャップを埋めながら、協働の本質を学んでいきます。

さらに、すべての科目において個人学習とグループ学習を繰り返すことにより、学びの質と意欲を高めます。

　課題解決のプロセスには、困難や失敗がつきものです。それを乗り越え、地域協働をやり遂げるために必要な

のが、「判断力」、「粘り強さ」、「マネジメント力」です。協働的学びによって、これらの力を養います。

▶グループワークと個人ワークの相乗効果

　地域と大学の往還の中で、いくつもの協

働が生まれます。

▶協働はひとつではない

個
人
ワ
ー
ク

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

どんな地域
なんだろう？

思っていたのと
違ってた・・・

そんな背景が
あったのか

調べると
こんなことが
わかった

みんなが集めた
情報をまとめよう

次はこんな
アプローチを！

①地域の多様な主体との協働：

　一般住民、地域の生産者、企業、商店街、地域活動団体、学校、行政など

②学生同士の協働：講義でのグループワーク、実習での役割分担など
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成長へのステップ
段階的プログラムで、自律的な成長を促す
　講義・演習で基礎となる知識・技法を学び、その知識をもって実習として地域に 入ります。実習で取り組んだ結果を基に、研究で

分析・整理し、次のステップにつなげます。この3つの科目群が学びのサイクルを描き、高い学習効果を発揮します。

学
習
成
果
報
告
会

卒
業
研
究
報
告
会

1年生

地域理解力を
身につける

第1学期

課題探求
実践セミナー

第2学期

通年

　高知の町や村で何が起
こっているのか。地域の人
たちは何を考え、どのよう
に行動しているのかにつ
いて、実践を通じて知り、地
域に向き合う作法を身に
つける。

地域協働
総合実習入門

地域協働サービスラーニング演習

共通教育

総合科目

専門教育

現場で実践する

知識と現場での経験 を
統合する

知識と技術を身につける

　地域の活動の手伝いや
ヒアリングを通じて、地域
の特性や課題を理解する。
「地域理解力」の基礎を固
める。

　先輩が活動している実習地において、サービスラーニン
グを通じて、地域の取り組みや課題を理解する。

学
習
成
果
報
告
会

2 企画立案力と協働実践力を
身につける

第1学期

地域協働
総合実習Ⅰ

第2学期

　地域課題・地域資源の発
掘・分類・整理を行い、地域
資源を活用して課題解決を
図るための企画立案（商品
開発・プロジェクト等）を行う。
「地域理解力」に加え、「企画
立案力」の基礎を固める。

地域協働
総合実習Ⅱ

　地域資源を活用した商品
化やプロジェクト・事業を実
践する。商品開発・プロジェ
クト・イベント等の事業計画
の立案と試行を通じて、「企
画立案力」を発展させる。

学
習
成
果
報
告
会

3年生

第1学期 第2学期

地域協働
総合実習Ⅳ

　実践とその評価結果を地
域住民と一緒に共有し、改善
案を検討するワークショップ
を学生が主体となって計画・
実施し、取りまとめを行う。
ファシリテーション力や合意
形成力を育成し、地域を巻き
込み活動を進める「協働実
践力」を身につける。

地域協働
総合実習Ⅲ

　「地域協働総合実習Ⅱ 」に
おいて策定した事業計画を
実践し、その結果について点
検・評価を行い、改善に向け
た評価案の策定と自己評価
を行う。やり抜く力とリー
ダーシップを育て、「協働実
践力」の基礎を固める。

4年生

地域協働
マネジメント力
の統合・深化

社会へ

通年

地域協働総合実習・卒業研究
　３年生までの講義・演習・実習での学びをふまえ、卒業
研究では、地域協働実践を通じて獲得された個人の知識
を理論化し、各地域における地域再生・発展のためのエッ
センスを明らかにする。

実
習・研
究
科
目

講
義・演
習
科
目

地域協働論　
生涯学習概論Ⅰ
地域産業経済論　
地域社会学概論
社会調査論
社会調査方法論
社会調査データ分析

統計解析の基礎
質的調査法
企画立案事業計画基礎演習
地域協働チャレンジ演習Ⅰ・Ⅱ
ファシリテーション演習
チームビルディング演習 多変量解析　プロジェクトマネジメント演習　社会調査実践演習

サービスデザイン基礎演習　非営利組織経営基礎演習

大学での学び方科目　国際コミュニケーション科目　
数理・データサイエンス・AI科目　生きる力を育む科目　
視野を広げる科目

地域計画論　行財政論　地域資源管理論　経営組織論　社会教育経営概論Ⅰ・Ⅱ　　　会計学概論　生涯学習支援論
行政実務講座　金融・税務実務講座　海外特別演習　外国語特別演習　組織学習論　地域協働マネジメント特別講義　　

地域協働マネジメント分野

フードビジネス論　六次産業化論　地域産業政策論　農業振興論　経営学　  国際  ビジネス展開論　地域産業連関論　中心市街地活性化論　里山管理論
産学官民連携論　アントレプレナーシップ論　コンテンツマーケティング論　デザイン  論Ⅰ（基礎）　デザイン論Ⅱ（応用）　地域産業特別講義　

地域産業分野

地域福祉論　生涯学習概論Ⅱ　地域健康スポーツ振興論　スポーツ社会学　環境社会学　コミュニティデザイン論　ソーシャルキャピタル論
地域防災論　比較地域社会論　非営利組織論　労働・生活とジェンダー　地域生活特  別講義

地域生活分野

▶三層の科目群

▶実習を柱とするカリキュラム

実習

講義
演習

研究
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ー協働的学びの場をつくる地域協働のリーダーの「リーダー」ー

地域協働学専攻2年 ｜ 高知県出身

研究テーマ：内発的発展の方法論の検討　ーエコノミックガーデニングの検討を通してー

　大学院に入っての学びは、端的に言うと理論のメガネを「着ける」と「外す」をできる力が付い

た事だと考えています。地域協働学部では実習に入り地域の問題の構造、解決する手段を考えて

きました。そこで得られたのは実践者として持つべき心構えや考え方でした。これは地域の全体

像を見つめる事だったと考えています。対して、研究とは全体像の一部を問題意識に基づいて見

つめる事とその現象では説明が付かない点を見つける事です。しかし、その切り口は理論だけで

はなく複数の視点で見つめる事が必要になります。つまり理論で理解しながらその限界性と現実、

それらを複数の方向から眺めるこのような能力が付いた事が大学院での学びだと考えています。

　また、私の研究では、アメリカでは地域経済の活性と起業家育成の手法として注目される方法

論を検討し、日本の地方においてどのように活用できるか、また、日本に適応させるにはどのよう

な検討が必要なのかを全国の事例を元に考えていこうとしています。

■  全体と部分の理解と文脈や視点の理解
柳原 伊吹 地域協働学専攻2年 ｜ 三重県出身

研究テーマ：地域の若年者就職支援が大学生のキャリア形成に及ぼす効果について

　大学を卒業した後、東京に本社を置く企業に就職し、人材育成や組織開発に携わってきま

したが、コロナ禍を機に夫の出身地である高知県へ移住。リモートワークを経験し、地域との

関わりのなかで活きる専門職のあり方を探求したいと思うようになり、大学院への進学を決

めました。今は高知県の就職支援機関でキャリアコンサルタントとして勤務しながら研究して

います。

　大学院での学びには、これまで企業人として取り組んできた実践がアカデミックな知見に

きちんとルーツを持つことを知る驚きと愉しさがあります。「地域協働」という学びはキャリア

の幅を広げ、インパクトを生み出す可能性を秘めていると感じています。ここでの「学び」がど

のような行動変容を起こしていくのか。自身にとってだけでなく、このキャンパスでともに過ご

す皆さんにも深い関心を持って研究を進めています。

■  地域とともにある専門職をめざして
山本 元

【知識・技能】 1.

2.

3.

▶在学生の声

▶アドミッション・ポリシー ▶カリキュラム

▶取得できる資格
▶目指す人材像 ー ３つの力の育成

　大学院では、「地域との協働による学び」をさらに理論的に体系化し、社会に対して「働きかけ」

ができる高度な地域協働のリーダー…つまり、地域協働のリーダーの「リーダー」を育成すること

を目指しています。少人数専攻のメリットを最大限に活かすため、主・副2名の教員が、個々の院生

の研究テーマ及び学修履歴と地域協働実践経験を踏まえて、修士論文の作成まで研究指導する

ことで、地域協働リーダーとしての技能の高度化を図ります。

　地域協働学部におけ

る実習時間600時間に

相当する現場経験（地

域理解、企画・事業開

発、実践とその評価・改

善等）を有し、なおかつ

右記の諸能力を有する

者を求めます。

第一次産業、地域の健康・福祉及びコミュニティに関する知識を中心に地域の産業及

び生活・文化に関する 幅広い知識を身に付けている。

地域計画、地域資源管理、商品開発に関する基本的な知識及び技能を身に付けている。

プロジェクトマネジメント、協働マネジメント及びファシリテーションに関する基本的な

知識及び技能を身に付けている。

　専門社会調査士は、調査の問題点や妥当性等の指摘、多様な調査手法を用いた調査企画、実際の調査の運営管理、高度

な分析手法による報告書執筆などの実践に関する能力を証明する資格です。地域協働学専攻では専門社会調査士課程を設

けており、大学院在籍中に「専門社会調査士（キャンディデイト）」、また、大学院修了時に「専門社会調査士（正規）」が取得可

能です。なお、専門社会調査士の資格取得は、社会調査士資格をすでに取得していることを前提としています。

【思考力・判断力・表現力】 1.

2.

3.

論理的思考力と理性的判断力を持って物事に取り組むことができる。

自らの行動や体験について深く見つめ直し、客観的に分析することができる。

自分の表現を客観的に見つめ、他者に伝わる表現を心がけており、口頭と文章の両面

にわたって充分な表現力を持ち、他者の意見を汲み取ることができる。

【関心・意欲・態度】 1.

2.

3.

地域協働リーダーとして積極的に地域社会の人々の間で協働を組織化して地域問題の

解決に立ち向かっている。

地域協働リーダーとして地域の長期ビジョンを構想、策定して地域協働を組織すること

を志向する。

地域協働リーダーとして協働的学びを組織して問題解決に当たることを志向する。

大学院 地域協働学専攻（修士課程）

「協働的学び」を地域において組織しつつ
後継者を育成できる力

長期ビジョンを住民とともに構想・策定し
それを広く住民に説得・説明する力

地域における新たな資源開発と
市場開拓をする力

専攻基盤科目

専攻発展科目 専攻ゼミナール科目専攻共通科目

ソーシャルキャピタル論特論
地域福祉社会学特論
比較地域社会学特論
スポーツ社会学特論
コミュニティデザイン論特論
地域産業論特論

地域経済論特論
知識経営特論
地域協働実践演習
地域計画論特論
社会教育特論

地域協働教育関連科目

地域学習論特論
ファシリテーション特論
組織学習論特論
健康・スポーツ指導論特論

地域ビジョン関連科目

地域政策論特論
地域防災計画論特論
男女共同参画特論
自治行財政論特論

地域資源開発・市場開拓
関連科目

地域資源管理論特論
里山管理論特論
6次産業化論特論
国際経済論特論

地域協働教育演習
地域ビジョン策定演習
デザインシンキング演習

専門社会調査士

地域社会学演習
社会調査特論

地域協働ゼミナール  Ⅰ
地域協働ゼミナール Ⅱ
地域協働ゼミナール Ⅲ

地域協働ゼミナール Ⅳ

専攻ゼミナール科目は、院生が研究能力及び地
域協働リーダーとしての機能を高度化させるた
め、実践面に重点を置いた研究を推進します。
この科目では、複数（4～6名程度）の教員及び全
院生が参加し、研究交流を行うことで地域協働
リーダーとしての機能の高度化を促進するとと
もに、アカデミックなコミュニケーション力の向上
を図ります。

科目の特徴
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2

3
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8
6 7

10

11

12

13

地域の懐に飛び込んで学ぶ
　地域協働学部では、地域での実習に3年間で600時間を超える、他に類を見ない多くの時間を割いていま

す。地域や企業の胸を借り、協働を実践しながら学ぶ中で学生は大きく成長し、同時にパートナーである地域

や企業にもさまざまな変化をもたらしています。

黒潮町 集落活動センター　であいの里蜷川

黒潮町 集落活動センター　佐賀北部

高知市・越知町 高知ファイティングドッグス

高知市 はるの大好き！スズメ元気会

高知市 こうち男女共同参画センター「ソーレ」

高知市 こうち文化福祉振興財団

高知市 こうち観光ナビ・ ツーリストセンター

高知市 中川をよくする会

南国市  集落活動センター　チーム稲生

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾

南国市 NPO法人まほろばクラブ南国

土佐町 集落活動センター　いしはらの里

大豊町 東豊永地区

室戸市 室戸を主とした漁村の暮らし

【テーマ・プロジェクト型実習】

●コミュニティ・マネジメント

●コンテンツ・コラボレーション

●社会教育

●サードプレイス

※2025年度時点

10
11
12
13

▶地域からのメッセージ

▶実習地リスト

▶高知で学ぶ意義
　南には雄大な太平洋、北には急峻な四国山地が控える高知県。その豊かな自然と温暖な気候は、おおらか

で独立心旺盛な県民性を育んだと言われています。一方で、全国に先駆けて少子高齢化が進み、日本の将来モデ

ルとしてさまざまな社会課題、地域課題への取組が先行。近年は、住民力、企業力を活かした集落再生や新た

な地場産品の開発など、産学官民が協働した試みも多く生まれています。

地域、企業、大学が一緒に
人材を育てる

日常の中の気づきをアクションに！

　当館は、男女共同参画社会実現に向けた活動の拠点施設と

して、「女性と男性の自立」と「女性の地位向上」を目的とした

多彩な事業を展開しています。若い人たちの利用が少ないこ

とが課題となっていたところ、地域協働学部の学生たちと協働

することによって、さまざまな気づきを得ることができました。

　学生たちは日常の中からジェンダー課題を抽出し、自分たちで解決の方法を考え、実行

しています。生理の貧困について考え、生理用品のディスペンサーを設置したり、多様な視

点から防災を考えるジェンダーＨＵＧ（避難所運営）ゲームを考案するなど、思いや考えを

言語化し、共有し、アクションにつなげ、学びを深めていく姿に成長を感じています。

　インターネットですぐに正解にたどり着く時代。これからも、自分たちで実際に動いて経

験し、答えを探る力を伸ばしてほしいと思います。

中村 智砂さん こうち男女共同参画センター「ソーレ」  館長 ※2024年度取材

学生はソーレでの実習を通して身のまわりに存在するジェンダー
課題に気づき、災害・防災とジェンダー、生理の貧困などさまざ
まなジェンダー課題に取り組んできた。LGBTQ当事者団体や
行政の意見も取り入れて制作した「ジェンダーHUG」はソーレ
で今後使用される予定である。また県内小中学校での出前授
業などソーレを飛び出した活動も行っている。

実習では運動サークルや健康イベントに参加し、またインタ
ビューやアンケート調査を実施して、健康増進を目指す多様な
取り組みへの理解を深めています。また、地域協働によって、小
学生対象の放課後支援活動や謎解きイベントを開催した他、
運動サークルの様子や参加者の声、インストラクターの先生に
よる運動指導の動画をSNSで発信しました。

コーディネート力で、「つなぐ」役割を

　「まほろばクラブ南国」は、多種目型・多世代型・自主運営型の

特徴を持つ、総合型地域スポーツクラブです。スポーツを通して

市民の健康づくり、仲間づくり、憩いの場づくりを推進しています。

学童クラブ待機児童がいる校区では、クラブ送迎バスを運行し

て、多種目型のスポーツが体験できる放課後支援事業キッズアカデミー（長期休みはこども居

場所づくり）を、自主運営しています。学生たちは、利用者にアンケートを取ってスポーツクラブ

のニーズを探り、多世代交流や子どもたちの居場所づくり、学力向上などに課題を見出し、解

決につなげてきました。コロナ禍ではオンラインを活用し、活動継続に尽力してくれました。現

在はSNSを活用し、情報発信、人と人のつながりづくりに取り組んでいます。

　人のふれあいが希薄になる中、「自立」が「孤立」にならないようにすることが大切です。人を

つなぎ、地域をつなぐ、コーディネートできる力をつけてほしいと期待しています。

武市 光徳さん NPO法人まほろばクラブ南国  理事長・南国市立スポーツセンター 所長 ※2024年度取材
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学びを支える教員たち
　学生たちが自ら考え、主体的に実践を行っていく上で、学びのファシリテートを行うのが教員の役割です。いくつもの要素

が絡み合う地域の課題に向き合うため、幅広い専門性や人脈を持った教員が学生たちを導き見守ります。

▶教員一覧

デザインやアートを核にした地域協働
吉岡 一洋 教授 専門分野／グラフィックデザイン、版画

せきでん

久礼の街でフィールドワーク 中土佐町立美術館でポスター展開催

石筒覚　市川昌広　今城逸雄　内田純一 　大石達良　大槻知史　斉藤雅洋　佐藤文音　佐藤洋子　霜浦森平　須藤順　

田中求　玉里恵美子　中澤純治　中村哲也　藤岡正樹　俣野秀典　松本明　湊邦生　森明香　吉岡一洋　

※大学院の担当教員については、募集要項に記載しております。 詳しい教員情報はホームページまで

ジェンダーという視点から地域の課題に取り組む
佐藤 洋子 准教授 専門分野／地域社会学、労働社会学、ジェンダー論

林業女子会＠高知にメンバーとして
参加し、チェンソーの講習も受講

ソーレまつりの様子

　積み上げ型の教育プログラムを特徴とする本学部では、学期ごと及び学年ごとに活
動を振り返ってまとめ、プレゼンテーションする場を設けています。主に実習受け入
れ地域の方々や保護者向けの「実習成果報告会」と、地域協働教育推進会議会員や県
下の自治体向けの「学習成果報告会」（▶8ページ参照）があり、どちらも学びを省察
し客観的に評価する重要な機会となっています。

学生の多様な報告会を支える
「地域協働教育推進会議」

会員数（2024年度）

学生とともに企業も育つ

　私が代表理事を務める地域協働教育推進会議は、学生の

活動拠点となっている県下いろいろの地域が持つ課題に向

き合い、学生自らが考えて行動する活動を応援していこう

との想いで組織しています。

　一方で学生へのちょっとしたアドバイスから大学の課題

への論評まで、いろいろな機会をとらえて少しでも接点を持

てるように運営しています。

　そうしたつながりを通して、地域への想いや若い人たち

の考え方を共有することで、我々自身が勉強になる場面に

出会うこともあります。

　激しく変化する時代の中で、学生との世代を超えた交流

が、企業をさらに進化させていく力となることを心より願っ

ています。

　みなさんはデザインやアートと聞くとどのようなことを想起するでしょうか。デザ

インもアートも人々の営みの中に溢れています。私の考えるデザイナーという職能

は、自由で楽しい表現を追求している人というわけでもなく、一部のセンスある人

のものでもないです。誰もがデザイナーを目指すことができます。完成形がすぐ見え

てそこに向かって一直線に進んでいるわけではないですが、その成果は完成した作

品に宿り、喜びと充実感が得られます。何より表現に向き合う道程に成長があり、迷

いや戸惑いがある方がかえってデザインにも人間性にも厚みがでるものです。

　デザイン教育に携わる教員として大切にしていることは、「籍田の礼」つまりどの

ような授業・事業も学生と一緒に畑を耕すような活動を心掛けています。近年では

高知県内の様々な自治体と連携したポスタープロジェクトを展開しています。地域

協働学部では多様な分野の教員がいますので、実作と理論の往還もできます。この

学部でグラフィックデザインやアート活動に挑戦してみませんか。

　私は、社会学の立場から、女性の働き方に関心を持ち研究をしています。最近は特

に林業や農業などの第一次産業において、何が「女性向き」の仕事とされるのか、そ

れがどのように変わっていくのか、という点を研究しています。

　「研究」と聞くと、机に向かって本を読んだり文章を書いたりするイメージがあるか

もしれません。もちろんその時間はとても重要ですが、それだけではありません。私が

「林業における『女性向き』の仕事」というテーマがおもしろいと気づいたのは、自身

が参加する「林業女子会＠高知」の活動を通して、林業では大きな機械を使った仕事

が「女性向き」だと語られていることを発見したときでした。実際にフィールドに身を

置き、人の話を聞く。それによって研究として取り組む問いが見えてきます。

　学部での学びも同じです。私が担当する、こうち男女共同参画センター「ソーレ」で

の実習でも、学生たちはまず地域でジェンダー平等に向けた活動をしている方々の

お話を聞き、そこで取り組む課題を見つけて実践に進みます。ただし実践にあたって

は知識や理論も必要です。現場から問いを発見し、実践と理論を往還しながら取り組

んでいく楽しさを、ぜひ一緒に経験しましょう。

中澤 陽一さん 高知大学地域協働学部「地域協働教育推進会議」
代表理事／和建設株式会社  代表取締役社長

法人・団体会員 個人会員

70団体 51人
※

※うち賛助会員3名

　「地域力を学生の学びと成長に活かし、学生力を地域の再生

と発展に活かす」という本学部の教育理念に賛同くださっ

た企業などで構成される組織です。会員企業と学生が直接

交流する機会を定期的に設け、学びや

実習に対して助言・支援を行うほか、社会

人師匠講座を主催しています。

─ 学生の成長を支える“応援団” ─

企業人と出会い、自分を磨く

▶高知大学地域協働学部「地域協働教育推進会議」

▶企業からのメッセージ

　地域協働学部の学びを支えるもう一つの大きな力、それが企業や公的機関とのネットワークです。さまざまな業界・業種・

規模の法人やその経営者、行政職員などが定期的に学生と関わり、成長を後押ししてくれています。

人々の行動や考え方の背景について、
個人の意識だけでなく、

社会の変化や社会構造に着目して考えます。
「あたりまえ」を疑う学問でもあります。

社会学って？
専門分野紹介

ポスターや雑誌、フライヤーの
デザインの他にはロゴや文字のデザイン、

建築物のサイン計画まで
多岐にわたります。

グラフィックデザインって？
専門分野紹介
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入学者選抜の考え方 入試情報

入試の基本的な考え方 　地域協働学部では、意欲、関心、適性、技能、表現を重視した入学者選抜を行います。専門の教育課程に

おいては、実習とゼミナールを重視したカリキュラムを用意しています。このような教育課程で学ぶには、入

学時に一定の集団的行動・集団的学習や地域社会とのコミュニケーションに適合する資質を持っていることが必要です。そのため、総合型選抜 Ⅰ 、学

校推薦型選抜Ⅰ、一般選抜（前期日程）のすべてに「面接」、「小論文」または「作文」を課し、人物重視の選抜方法を採っています。

アドミッション・ポリシー 　地域協働学部は、地域理解力、企画立案力、協働実践力の３つの能力を統合した「地域協働マネジメ

ント力」を有し、多様で複雑な地域の課題を発見しその解決のための取り組みを行う中で、立場や利害を

越えて人や組織などの協働を創出・促進することができる「地域協働人材」を養成します。

　本学部では、このような人材養成の基盤となる、以下の能力・態度を備える者を求めます。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性

地域協働に関連する専門的知

識を修得するために必要とな

る、理系・文系を問わない幅広

い分野の基礎知識として、高等

学校卒業程度の教科学習に関

する知識・技能を有している。 

● 物事を論理的に思考する能力

を有している。

物事を客観的に分析し判断す

る能力を有している。 

自分の意見を口頭と文章の両

面で他者に適切に伝えること

ができる表現能力を有してい

る。 

●

●

●

主体的に課題の探求や解決に

あたる態度を有している。

課題について多様な考え方を

受け入れる態度を有している。 

考え方や価値観の異なるさま

ざまな人と協働し課題の解決

にのぞむ態度を有している。 

●

●

●

関心・意欲

地域社会に存在する諸課題と

その実践的解決に関心を持っ

ている。

地域課題解決や地域振興に向

けた協働的活動に粘り強く取

り組む意欲を持っている。 

地域での協働的取り組みの中

で自分が成長することに意欲

を持っている。 

●

●

●

総合型選抜 Ⅰ の2段階選抜 　総合型選抜 Ⅰ では、2段階選抜を行います。第1次選抜では、「講義理解力試験」と「ゼミナール活動

適性試験」で評価します。「講義理解力試験」では、当学部の教員による講義を行い、その理解力を確認

するための試験を行い、主に「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力」を評価します。「ゼミナール活動適性試験」では、簡単なグループ活動を行って

もらい、それに続けて、グループ活動の振り返り演習を実施します。振り返り演習では、議論もしくは行動の結果と、グループ活動のプロセスでのチームの

あり方について考えてもらいます。採点は、チームとしての成果を向上させる資質という視点から、グループ活動とその後の振り返り演習の両方での受

験者の「ふるまい」（発言、傾聴、行為など）について試験者が観察し、行います。

　第1次選抜の合格者は総合型選抜 Ⅰ 募集人員の2倍程度とします。第2次選抜では「口頭試問を含む面接」を課します。この試験では、個人課題の

成果発表、発表への質疑応答、志望理由に関する掘り下げを行い、受験者の「思考力・判断力・表現力」、「主体性・多様性・協働性」、「関心・意欲」を

中心に評価します。

学校推薦型選抜Ⅰのグループ活動
及び振り返り演習

　学校推薦型選抜Ⅰでは、「グループ活動及び振り返り演習適性試験」、「作文」、

「面接」を課します。

　 「グループ活動及び振り返り演習適性試験」では、ごく簡単なグループ活動を行って

もらい、それに続けて、グループ活動の振り返り演習を実施します。振り返り演習では、議論もしくは行動の結果と、グループ活動のプロセスでの

チームのあり方について考えてもらいます。「面接」は個人面接で行い、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」「関心・

意欲」の4つの重点評価項目について、複数の採点者が評価します。調査書、志願理由書は面接の資料とします。

一般選抜（前期日程）への
面接等の導入

　一般選抜（前期日程）では、大学入学共通テストによって基礎学力を評価する他、本学の独自試験と

して「小論文」と「面接」を課します。「小論文」では地域社会の問題に関する課題文を読んだ上で、

その論旨や受験者の見解を論述してもらい、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力」を評価しま

す。「面接」では、グループワーク（討論や共同作業など）を行ってもらうことを含むグループ面接を行い、「関心・意欲」、「思考力・判断力・表現

力」、「主体性・多様性・協働性」について判定します。グループ面接では、受験者毎に志願理由や高校までの経験等に関する質疑も行い、対話

能力や本学部の教育に対する意欲・適性についても評価します。

　なお、出願書類として志願理由書（受験者の経験に関する振り返り及び本学部での学習に関する抱負を記入して頂くもの）を提出して頂き、

面接の参考にします。

総合型選抜 Ⅰ　募集人員：15名

募集人員60名地域協働学部の選抜・評価方法

■選抜の方法　 大学入学共通テストを課さず、本学独自の2段階選抜による試験（第1次選抜300点、第2次選抜200点）で判定します。
　　　　　　　　 第1次選抜の合格者は総合型選抜 Ⅰ 募集人員の2倍程度とします。
■重点評価項目　 「関心・意欲」に重点を置いて「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」も評価します。

本学独自の第2次選抜（合計200点）本学独自の第1次選抜（合計300点）

第1次選抜の成績（計300点）及び第2次選抜の成績（計200点）の総合評価（合計500点）で最終合格者を選抜します。

講義理解力試験（200点）

　約90分の講義を聴いてもらい、それを前提とした
小論文形式等の筆記試験を行い、主に「知識・技能」
及び「思考力・判断力・表現力」を評価します。

ゼミナール活動適性試験（100点）

　グループディスカッション（グループ活動と振り返
り演習）を行ってもらい、「主体性・多様性・協働性」
の特にコミュニケーション力を評価します。

口頭試問を含む面接（200点）

　口頭試問を含む面接では、個人面接により、個人課
題の成果発表（5分程度）、発表への質疑応答及び志
望理由に関する掘り下げ（15分程度）を行います。

一般選抜（前期日程）　募集人員：35名

■選抜の方法　大学入学共通テスト（500点）と本学独自の試験（500点）の合計1000点で判定します。
■重点評価項目　｢知識・技能」に重点を置いて「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」「関心・意欲」も評価します。

学校推薦型選抜 Ⅰ　募集人員：10名

■選抜の方法　 大学入学共通テストを課さず、本学独自の試験（400点）で判定します。
　　　　　　　　  ※出願資格として高等学校等を2026年3月卒業（修了）見込みの者で、学校長の推薦（評定平均値4.0以上、各校1名）を求めます。

■重点評価項目　 「主体性・多様性・協働性」に重点を置いて「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「関心・意欲」も評価します。

本学独自の試験（合計400点）

作文（100点）グループ活動及び振り返り演習適性試験（200点） 面接（100点）

　グループ活動（共同して所定時間内で行える作業や討
論など）を行ってもらい、グループ活動中の行動特性や
振り返り演習での役割などについて観察し、｢主体性・多
様性・協働性｣の特にコミュニケーション力を評価します。

　グループ活動及び振り返り演習適
性試験の内容に関して、文章を書いて
もらい、｢思考力・判断力・表現力」の特
に書き言葉での表現力を評価します。

　面接は、個人面接とし、志願理由書記載の志願理由を掘り下
げ、本学部で学ぶ「関心・意欲」などについて確認すると共に、本
学部の教育カリキュラムへの適性を評価します。

大学入学共通テスト
（合計500点）

本学独自の試験（合計500点）

小論文（200点） 面接（300点）

3教科3科目又は4教科3科目合計500点で実施します。
●国語（200点）、外国語（200点）※は必須です。
●残りは、地歴、公民、数学、理科、情報の中から１教科
　１科目又は２教科１科目を自由に選択できます。
　（100点）
これによって｢知識・技能｣について評価します。
※「外国語」の教科について「英語」はリスニングを含む。

　「小論文」では地域社会の問
題に関する課題文を読んだ上
で、その論旨や受験者の見解を
論述してもらい、「知識・技能」
及び「思考力・判断力・表現力」
を評価します。

　グループ面接（グループ単位で提示されたテーマについて討論や共
同作業を含む）を実施することで、「思考力・判断力・表現力」、「主体性・
多様性・協働性」、「関心・意欲」について判定します。グループ面接では、
受験者毎に志願理由や高校までの経験等に関する質疑も行い、対話能
力や本学部の教育に対する意欲・適性についても評価します。
　なお、出願書類として志願理由書（受験者の経験に関する振り返り
及び本学部での学習に関する抱負を記入して頂くもの）を提出して
頂き、面接の参考にします。
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2026年度（2025年度実施）入試日程

高知大学 地域協働学部
〒780-8520　高知県高知市曙町2-5-1　TEL 088-888-8042　FAX  088-888-8043
E-mail  ks52@kochi-u.ac.jp
高知大学ホームページ  https://www.kochi-u.ac.jp/
地域協働学部ホームページ  https://www.kochi-u.ac.jp/rc/

インターネット出願に関する詳細は、高知大学受験生サイトで
閲覧またはダウンロードしてください。

https://nyusi.kochi-u.jp/

地域協働学部へのアクセス

▶出願方法は、インターネット出願です（大学院入試を除く）。

高知大学受験生サイト

入試に関するお問い合わせ先

学務部入試課入試実施係
TEL 088-844-8153　FAX  088-844-8147
E-mail  nys-web@kochi-u.ac.jp
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朝倉キャンパス
地域協働学部

後免町駅

路面電車

物部キャンパス

岡豊キャンパス地域協働学部までの所要時間は次の通りです。

●高知龍馬空港から 車で約40分
  空港連絡バスで約35分「はりまや橋」または、
 約40分「JR高知駅」で下車後、バス、路面電車または
 JR土讃線へ乗換え

●JR高知駅から 車で約20分
  バスで約25分、「朝倉高知大学前」下車 
 路面電車で約30分、「朝倉（高知大学前）」下車すぐ
 JR土讃線で約15分、「朝倉駅」下車、徒歩3分

●はりまや橋から 車で約15分
 バスで約20分、「朝倉高知大学前」下車
 路面電車で約30分、「朝倉（高知大学前）」下車すぐ

●高知インターチェンジから　車で約30分
●伊野インターチェンジから　車で約5分

※出願期間や試験日程等は、必ず募集要項で確認してください。
※第１次募集で募集人員を満たさない場合、第２次及び第３次募集を行う場合があります。

※出願期間や試験日程等は、必ず募集要項で確認してください。

地域協働学部

地域協働学専攻

総合型選抜Ⅰ

募集要項公表選抜種類

6月上旬
公表予定

出願期間

9月1日（月）～
9月5日（金）

入学手続期間

11月2日（日）～
11月7日（金）

試験日

9月12日（金）  ：第1次選抜
10月11日（土）：第2次選抜

合格者発表日

9月26日（金）：第1次選抜
11月1日（土）：第2次選抜

学校推薦型選抜Ⅰ
6月上旬
公表予定

11月2日（日）～
11月7日（金）

12月2日（火）～
12月9日（火）11月15日（土） 12月1日（月）

一般選抜
（前期日程）

10月下旬
公表予定

1月26日（月）～
2月4日（水）

3月7日（土）～
3月15日（日）2月25日（水）・2月26日（木） 3月6日（金）

一般・社会人
（第１次募集）

募集要項公表選抜種類

6月中旬
公表予定

出願期間

8月19日（火）～
8月21日（木）

入学手続期間

3月4日（水）～
3月6日（金）

試験日

9月20日（土）

合格者発表日

10月3日（金）

高知龍馬
空港 IC
高知龍馬
空港 IC


